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「言葉による見方・考え方」を働かせるとは

対象と言葉，言葉と言葉との関係を，言葉の意味，働き，使い方等に着目して捉えたり問い直したりし
て，言葉への自覚を高めること

授業づくりのポイント

➊ 育成を目指す資質・能力や指導事項に基づい ➎ 児童生徒が言葉について何が分かって，何が分
て単元の目標及び評価規準を設定し，学習課題 かっていないかや，単元の学習課題の解決に向け
等を整合させる。 【ねらい】 て何が必要かなどの学習の進捗状況を自覚し，次

➋ 学習課題の解決に向け，児童生徒が見通しを の学びへつなげることができる振り返りとなるよ
もち，粘り強く試行錯誤を重ね，資質・能力を うに，振り返りの場面や内容等を工夫する。
育成できる言語活動を構想する。【言語活動】 【振り返り】

➌ 目的に応じて学校図書館の機能やＩＣＴを効 ➏ 言葉の解釈や表現する内容について，「言葉に
果的に活用し，主体的な学びにつながる学習活 よる見方・考え方」を働かせ，互いの思いや考え
動を工夫する。 【学校図書館・ＩＣＴ】 を伝え合い，比較・検討して吟味することで，考

➍ 児童生徒が学んできたことや身に付けた力を えを広げたり深めたりする学習活動を設定する。
想起できる場面を適宜設定する。【既習事項】 「令和２年度 南の要覧」ｐ12参照 【見方・考え方】

言語活動を通して資質・能力を育成する授業づくり

国 語

◎ポイントの解説
◇授業づくりで確認する視点

４ 単元の流れ

時 学習活動 指導上の留意点

○学習のねらいや進
め方を確認し，学
習の見通しをもつ

１ ・言葉を選ぶ際には，今回のスピーチの目的や場面○ 「語彙手帳」な
相手などにふさわしい言葉について確認しながら

い

どから，自分が友
指導する。達に紹介したい言

葉を決める。

○表現の仕方の工夫
について話し合う

２
・
３

・ノートには，話の構成や要点，話し方の工夫など
○スピーチの構想メ を記入することを指示し，読み上げるための原稿
モを作成する。 にならないように指導する。

○グループでスピー ・タブレット端末でスピーチの様子を撮影し，映像
チの練習をする。 を見て試行錯誤することができるようにする ➌

○スピーチの発表会 ・各グループにホワイトボード等を用意し，話し手
４ を行う。 が自由に使用してスピーチができるようにする。
・ ○振り返りをする。
５ ○新たに知った言葉

と用例を「語彙手
帳」に加える。

「語彙手帳」: 日頃から，新しく知った語彙を書き留めている手帳（生徒手帳や筆箱に入るサイズの折本として作成）
<単元例の学習評価については，『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 中学校 国語』ｐ42～49参照>

◎資質・能力と目標や言語活動
等が整合しているかを確認す
ることが大切です。 ➊➋

◇学習課題が目標や評価規準，
言語活動と整合しているか

＜学習課題例＞
相手の反応を踏まえたスピーチにする
ためには，どんな工夫をすればよいか

◎資質・能力の育む適切な言語
活動を設定します。生徒が行
う言語活動を授業者が事前に
シミュレーションすることで
次のことが明確になり，適切
な指導につながります。 ➋

◇資質・能力を身に付けるため
に有効な言語活動か

◇その言語活動を通して適切に
評価することができるか

◇資質・能力に照らし合わせて
どのような点に力を入れて指
導すればよいか

◇授業のどの場面で生徒のどの
ような姿を見取ればよいか

，

◎前学年までに，どのような力
を身に付けてきたかを授業者
が把握し，身に付けた力を活
用できる授業を構想すること
が大切です。 ➍

◎振り返りの視点を明確にする
とともに，単元のどこに振り
返りの場面を設定するか，振
り返る時間をどれくらい確保
するか等，意図的な計画と工
夫が必要です。 ➎

・特に意識させたい「相手の反応を踏まえなが
ら表現を工夫する」ことをスピーチで発揮で
きるように，小学校での既習事項を想起し，
どのようなことに気を付ければよいかを生徒
自身が確認できるようにする。

１ 単元の目標（一部）
相手の反応を踏まえながら，自分の考えが分かりやすく伝わるよう

に表現を工夫することができる。 〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ(1)ウ
２ 本単元における言語活動

新たに知った言葉を紹介する。 （関連：Ａ(2)ア）
３ 単元の評価規準（一部）［思考・判断・表現］

「話すこと・聞くこと」において，相手の反応を踏まえながら，自
分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫している。（Ａ(1)ウ）

中学校第１学年 重点内容 ： Ａ 話すこと・聞くこと ウ

単元名「新たに知った言葉を紹介する
～聞き手を意識して話す～」

単元名には，「本単元における課
題解決的な言語活動」と「単元で育
成を目指す資質・能力」を記載

「教師が教える場面」を適切に設定します。生徒に
任せきりや教師の一方的な指導になっていませんか。

単なる活動で終わら
ないようにします。生
徒から出てきそうな工
夫を事前に想定して，
話合いを進めて
いますか。

・各自で学習の進め方を考えることができるよ
うに，教師がスピーチのモデルを示す。

・聞き手として，相手の反応を踏まえて話す工夫
がどのように分かりやすさにつながっているか
話し手として，どのように分かりやすさにつな
げたかをノートにまとめるよう指示する。

。

，

，＊

＊

育成したい資質・能力を身に付けるために適切な言語活動を設定した単元例

※数字は単元例と対応

https://www.pref.akita.lg.jp/uploads/public/archive_0000056067_00/R02_%E5%8D%97%E3%81%AE%E8%A6%81%E8%A6%A7/R02_p12_%E5%90%84%E6%95%99%E7%A7%91%EF%BC%88%E5%9B%BD%E8%AA%9E%E3%80%80%E7%A4%BE%E4%BC%9A%EF%BC%89.pdf

